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１．はじめに 

袋詰め常温アスファルト補修材（以下「常温合材」

という。）は、加熱アスファルト混合物と比べて、強

度発現が遅く耐久性も劣るため、軽交通量以下の道

路において仮復旧用混合物として使用されていた。

しかし、近年は比較的交通量の多い車道部の補修、

中・長期的な仮復旧および本復旧への適用を目的と

し、常温合材の耐久性向上への取組みが行われてい

る。 
施工にあたっては十分な養生時間がとれず、強度

が発現する前に交通開放することが多いため、施工

直後にわだち掘れや骨材飛散等の破損が発生するこ

とがある。また、施工条件の制約もあり、降雨時や

補修箇所が濡れている場合、多くの常温合材が耐久

性の低下などの理由で採用が困難となっている。そ

こで、降雨時（水溜り箇所）でも施工可能である全

天候型常温合材の開発を行った。 
 

２．バインダ 

全天候型常温合材に使用されているバインダは主

に 3 タイプあり、①施工完了後、通行車両による転
圧により硬化が促進される加圧反応型タイプ。②特

殊添加剤が化学反応あるいは水などと反応し、バイ

ンダと一体化して結合する化学反応タイプ。③通常

の揮発硬化型に耐久性、骨材飛散抵抗性、耐水性向

上を図るために樹脂系改質剤を加えて、改良した揮

発硬化型改良タイプが使用されている。 

今回製品開発に使用したバインダは、揮発硬化型

改良タイプにと樹脂系改質成分の相溶性向上のため

に特殊ベースオイル、さらに耐水性の向上のために

高分子界面活性剤を加えたものとした。 

 

３．材料 

市販されている全天候型常温合材の混合物は、骨

材の最大粒径 5mm、13mmの開粒タイプと最大粒径
5mm の細粒タイプがある。その中で、最も多く製
造・市販されているのが水溜りのポットホール箇所

に施工可能、水分が蒸発し易い開粒タイプである。

細粒タイプは開粒タイプと比べて空隙が少なく水分

が抜け難い。また揮発分が飛び難く硬化性が劣るな

どの理由から製造・市販が少ない状況であるが、密

粒系舗装への適用を考慮し、細粒 5mmと開粒5mm
の 2種類の検討を行った（写真－１）。本開発に伴い
使用した骨材は、粗骨材が 7 号砕石、細骨材は砕砂
および細目砂を使用した。 

 
 
 
 
 
 
 
 

開粒タイプと細粒タイプでは、混合物中の空隙量

が大きく異なり、混合物性状に大きく関与すること

から、使用するバインダは異なるものとした。双方

とも、揮発硬化型改良タイプのバインダである。 
全天候型常温合材は、開粒・細粒とも粒度範囲の

規定はなく、ニーズに応じた幅広い混合物を製造す

ることが可能であるため、施工経験者による作業性

に関する意見および骨材の噛み合せ効果による耐久

性の向上を考慮し、全天候型常温合材の粒度を決定

した。 

 
４．バインダ量 

 全天候型常温合材に求められる性能として①作業

性②既設舗装との接着性③保存期間および耐久性と

耐水性などが挙げられる。これらの性能には、使用
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するバインダの物性とその量が深く関係する。最適

バインダ量は、表－１に示した傾向を考慮して決定

するが、この考え方はポーラスアスファルト混合物

の配合設計手法に用いられているダレ試験の概念に

も共通する点である。そのため、この評価方法によ

り設定したバインダ量であればダレ量が少なく作業

性に優位であること、さらに既設舗装との接着性を

考慮して最適バインダ量を決定し、各種性能評価試

験を実施した。 

 

５．混合物性状 

（１）評価基準 

 現在、全天候型常温合材の性能を規定しているの

は東京都建設局（土木材料仕様書・開粒タイプと密

粒タイプ）、首都高速道路㈱（舗装設計施工要領・開

粒タイプ）である。今回は汎用性を考慮し、東京都

建設局の性能評価試験項目 1)（表－２）の基準を満

足することが可能か、確認試験を実施した。 

（２）経時変化における性能確認 

東京都建設局分の評価基準では、袋綴じ完了後に

試験に供する材齢が記載されておらず、経時変化に

よる品質変化を把握する必要があるため、製造後 7
日、30日、60日、90日の性状を確認した。また、
一軸圧縮試験を除く評価項目については、締固め度

の差（96・100%）による混合物の性状評価も併せて
確認した。試料は所定日数経過後の性能評価試験を

行う前日に 20℃の恒温槽の中で 24 時間養生したも
のを試験に供した。 
（３）常温ホイールトラッキング試験 

開粒・細粒とも所定の養生日数後ならびに締固め

度条件を変えた 96・100%（以下「いずれの条件下」
という。）ともに基準値（20mm 沈下時の走行回数
50回以上）を満足した。特に細粒においては、初期

より高い安定性を有していることが確認できた。ま

た、常温合材の強度は転圧エネルギーにより大きく

左右され、実施工では充分な転圧が最も重要である

ことが明らかとなった（表－３，４）。 
（４）簡易ポットホール走行試験（非水浸、水浸） 

開粒・細粒ともいずれの条件下においても基準値

（3mm沈下時の走行回数 30回以上）を大きく満足
しており、双方とも非常に高い供用時の耐久性と、

降雨時の施工でも耐久性を発揮できることを確認し

た（表－３，４）。 

（５）一軸圧縮試験 

開粒・細粒とも基準値（残留歪率１%以上）を満
足した（表－３，４）。マーシャル供試体を用いた一

軸圧縮試験から求められる残留歪率が高いほど補修

材料の耐久性が見いだされている２）ことから、耐久

性があるものと確認できた。 

 
６．おわりに 

 近年の既設舗装の破損の傾向として、降雨時の剥

離によるポットホールの発生が多く、交通事故を誘

発する原因となることから、降雨時においても破損

箇所を補修することが求められている。今回このよ

うな厳しい施工条件下（供用時初期の安定性評価、

降雨時の耐久性と耐水性）でも使用可能な、全天候

型常温合材を開発した。今後、さらなる改良を行い、

より一層高品質でニーズにあった全天候型常温合材

にして行きたいと考える。 

保存性 袋にバインダが付着しない

バインダ量の目標指針

増やす（ダレる）傾向

減らす傾向

減らす傾向

状況 望まれるバインダ量

既設舗装との接着性

塊にならない、敷均し易さ、
スコップに付着しない

路面下地への接着性

作業性

表－１ 状況に応じたバインダ量の傾向 
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表－３ 性能試験結果（開粒５） 

7日後 30日後 60日後

条件
試験条件

締固め度

試験項目 条       件

回 150 回

トラッキング試験 100% 218 回 208 回 282

常温ホイール
-

96% 120 回 91

回

簡易ポットホール
非水浸

96% 242 回 284 回 272 回

回

走行試験
水 　浸

96% 168 回 142 回 172 回

100% 364 回 371 回 390

回

一軸圧縮試験 - - 1.12 ％ 1.13 ％ 1.15 ％

100% 254 回 267 回 279

1.09 ％

袋綴じ後の経過日数

433 回

158 回

309 回

90日後

132 回

299 回

261 回

表－４ 性能試験結果（細粒５） 

7日後 30日後 60日後

袋綴じ後の経過日数条件
試験条件

締固め度

試験項目 条       件 90日後

回 856 回

トラッキング試験 100% 1355 回 1111 回 1075

常温ホイール
-

96% 840 回 880

回

簡易ポットホール
非水浸

96% 131 回 150 回 187 回

回

走行試験
水 　浸

96% 91 回 80 回 120 回

100% 244 回 201 回 260

回

一軸圧縮試験 - - 1.21 ％ 1.18 ％ 1.20 ％

100% 123 回 143 回 131

799 回

1208 回

1.25 ％

233 回

109 回

149 回

162 回

表－２ 性能評価試験項目 
必要な性能 室内試験 試験方法 規格値

初期安定性
常温ホイールトラッキ
ング試験

舗装調査試験法便覧
20mm沈下時の走行回数
50回以上

供用時の耐久性 一軸圧縮試験 同上 残留歪率　1.0％以上

降雨時の耐水性
簡易ポットホール走
行試験

土木材料仕様書
3mm沈下時の走行回数
30回以上（水浸試験）
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